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　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成２０年　２月　２１日　(木)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会者　中野　円香　　記録者　稲村　恵里佳

	小向
	西山
	福田
	松沢
	本川
	濱谷
	松川
	清川
	中野
	田村
	小杉
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	深夜
	病欠
	公休
	○
	欠勤
	深夜
	○
	○
	公休
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	岩藤
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	準夜
	公休
	深夜
	CD留守
	　○
	公休
	CD留守
	準夜
	○
	○
	準夜

	山地
	盛田
	諏訪
	前田
	上口
	高曽
	
	
	
	
	

	公休
	業務
	業務
	学校
	学校
	学校
	
	
	
	
	


出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名

する事。

＜連絡事項＞

「転倒・転落アセスメントについて」

· 2月中に、現在の患者様のアセスメントお願いします。　　　　　　　　　　　　　　用紙は、スタッフファイルの棚の封筒に入っています。

・2階の食事時の座席が一部変更となっていますので各スタッフは目を通して下さい。

　北山　和子様と上村　木一様の場所をチェンジしたという事です。

＜患者様連絡事項＞

･田端　玲子様～　御家族の受け入れも積極的であり、今回の入院当初の予定通り、来月

　　　　　　　　以降、退院を考えていきます。2/24～2/25外泊に行きます。25日の

　　　　　　　　帰院時に下平ｓｗより退院後、活用可能な施設等について説明してもらう事になりますので、帰院してきた際には、下平ｓｗを呼んでください。

･松浦　佐恵子様～　明日の退院に向けて、荷物整理をしています。荷物がＣユニットのＰＣの近くにおいています（カバン3個分）。

　　　　　　　　　チェストの中に、1セット入っています。その他、見つけた際は

　　　　　　　　　荷物のところに入れて下さい。忘れ物など無いようにしましょう。

･瀬川　はな様～　感冒症状安定してきた為、ＰＬ（総合感冒薬）が飲み切り止めと

　　　　　　　　なっています。また、本人から右脇腹の疼痛の訴え聞かれており、アスモロ－ル1袋処方、明日2/22に右下肋骨部のレントゲン実施予定となっています。引き続き、精神状態、感冒症状の観察、右脇腹の疼痛などの観察お願いします。

・北山　和子様～　牛乳を上手に飲め無い為、汁トロミ、牛乳トロミに食事変更しています。

・久慈　脩様～　排便3日見られず、グリセリン浣腸（120）1本処方となっています。

また、便秘傾向の為、緩下剤（センナリド1Ｔ）処方、以後定期となっ

ています。下痢となるようであれば除剤するとの事でしたので、排便状

態の観察をしていきましょう。

担当業務報告

＜担送・護送＞

＜業務内容＞

ａ）定期の判定と再更新

ｂ）転棟者・入院者の担・護送の判定

ｃ）各ユニット一覧の再更新

＜年間業務報告＞

・一覧表の作成

担護送にユニット別、性別を加える事で、病棟内の状況を容易に把握できるようにした。また、ＰＣ管理とし、随時再更新ができる。（一覧は、Ｂユニットに掲示）

・判定基準表の作成（簡易スケール）

参考資料

Ｎ式老年者用精神状態評価尺度（ＮＭ―Ｓ）

Ｎ式老年者用日常生活動作評価尺度（Ｎ－ＡＤＬ）
	
	0点
	1点
	3点
	5点
	7点
	9点
	10点

	見当識
	全くなし
	殆ど無し。人物の弁別困難

意思疎通困難
	失見当識著名、家族と他人の区別は一応出来るが誰であるか分からない


	失見当識かなりあり（日時・年齢・場所など不確か。道に迷う）
	時々場所を間違えることがある
	時々日時を間違えることがある
	正常

	歩行

起座
	寝たきり（座位可能）
	寝たきり（座位可能）
	寝たり、起きたり、手押し車等の支えが要る
	伝い歩き　階段昇降不能
	杖歩行　階段昇降困難
	短時間の独歩可能
	正常


・担送　　・護送　　・独歩
障害老人の日常生活自立度（寝たきり度）判定基準
	生活自立度
	ランクＪ
	何らかの障害等を有するが、日常生活はほぼ自立しており独力で外出する
１．交通機関等を利用して外出する
２．隣近所へなら外出する

	準寝たきり
	ランクＡ
	屋内での生活は概ね自立しているが、介助なしには外出しない
１．介助により外出し、日中はほとんどベッドから離れて生活する
２．外出の頻度が少なく、日中も寝たり起きたりの生活をしている

	寝たきり
	ランクＢ
	屋内での生活は何らかの介助を要し、日中もベッド上での生活が主体であるが、座位を保つ
１．車いすに移乗し、食事、排泄はベッドから離れて行う
２．介助により車いすに移乗する

	
	ランクＣ
	１日中ベッド上で過ごし、排泄、食事、着替において介助を要する
１．自力で寝返りをうつ
２．自力では寝返りもうたない


＜次年度担当者への申し送り事項＞

担送・護送の月々をグラフ化にする事で、入院患者の動向（男女の比較・レベル等）が、分かるようにしても良いと思います。






